
対象資産クロスチェックの重要性 
～評価対象資産（不動産・動産）の明確化～ 

 
 

株式会社三友システムアプレイザル 
 
 

株式会社三友システムアプレイザル（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：堂免 拓

也）は、減損や M&A に伴う PPA など会計監査の要請により、その必要性が認められる不

動産および動産の「時価評価」について、対象資産クロスチェックの重要性を提唱し、2023

年 12 月 1 日より既存の動産評価をより強化したサービスの提供を開始します。 

 

 日本公認会計士協会が公表している「機械設備の評価実務」によると、クロスチェックと

は、不動産および動産の一次評価は経済合理性に基づく事業価値との整合性を図ることと

されています。 

 当社では、このクロスチェックを資産属性に特化することで、不動産か動産のどちらに分

類すべきか曖昧な資産（建物付属設備や構築物、機械設備など）を明確に線引きする“対象

資産クロスチェック”と呼び、その有用性が実証されています。 

 

【当社での事例】 

 ・依 頼 者：食品製造会社 

 ・評価対象：工場資産を構成する「不動産」および「機械設備」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 このように、不動産鑑定評価と動産評価を提供する当社では、不動産×動産の“対象資産

クロスチェック”が容易に実施可能であり、評価対象資産の重複、過不足なく評価を実施で

きます。 

 

また、動産評価では社内での専門家養成だけでなく、一般社団法人日本資産評価士協会

（JaSIA）が開講している ASA（米国鑑定士協会）認定の機械設備における資産評価士の資

格養成講座を受講するなど、有資格者を増員して動産評価の実施体制を拡充しており、近年

増加傾向にある評価実績を背景に多くの「時価評価」を提供しています。 

その他、棚卸資産（在庫）の評価においても、在庫の実態を正しく把握し、算定する「時

価評価」の相談や実績が、製造業や小売業のみならず畜産業等でも急増しています。 
  
 
 

■会社概要 

商号  ：  株式会社三友システムアプレイザル  

代表者 ：  代表取締役社長  堂免  拓也 

所在地 ：  〒102-0093 

      東京都千代田区平河町 1 丁目 2 番 10 号  平河町第一生命ビル 4F 

設立  ：  1980(昭和 55)年 5 月 

事業内容：  不動産鑑定評価・不動産調査・動産評価・業務支援サービス  

資本金 ：  1 億円 

URL   ：  http://www.sanyu-appraisal.co.jp/ 

 

■お問合わせ先 
動産評価室 
TEL：03-5213-9754 
川元：kawamoto@sanyu-appraisal.co.jp 
坪井：tsuboi@sanyu-appraisal.co.jp 

 

http://www.sanyu-appraisal.co.jp/

